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　はじめに

ハタンポ科ハタンポ属には世界で 52名義種が

知られており（Eschmeyer, 2015），日本からはリュ

ウキュウハタンポ Pempheris adusta Bleeker, 1877，

ツ マ グ ロ ハ タ ン ポ P. japonica Döderlein in 

Steindachner and Döderlein, 1883，ミエハタンポ P. 

nyctereutes Jordan and Evermann, 1903，ユメハタン

ポ P. oualensis Cuvier in Cuvier and Valenciennes, 

1831，ミナミハタンポ P. schwenkii Bleeker, 1855，

ダイトウハタンポ P. ufuagari Koeda, Yoshino and 

Tachihara, 2013， お よ び キ ビ レ ハ タ ン ポ P. 

vanicolensis Cuvier in Cuvier and Valenciennes, 1831

の 7有効種が知られている（Koeda et al., 2010a, b, 

2013a；波戸岡・柳下，2013）．

リュウキュウハタンポ P. adustaは，インド・

太平洋の広域に分布する種であり，インドネシア

のアンボン島から得られた標本に基づき記載され

た．本種は小枝ほか（2013）により学名と標準和

名との対応関係を明らかにされ，Koeda et al. 

(2014)によりタイプ標本を含めた標本に基づく詳

細な形態学的情報が示されるまで，他のハタンポ

属魚類と混同されていた．これまで本種は国内に

おいて，三宅島，焼津，以布利，竹島，硫黄島，

種子島，屋久島，奄美大島，沖永良部島，与論島，

南大東島，沖縄島，石垣島，および西表島から記

録されていた（小枝ほか，2013；Koeda et al., 

2014）．

2014年 11月 5日に鹿児島県肝付町内之浦湾の

定置網でリュウキュウハタンポと同定される 1個

体が採集された．この標本は九州本土沿岸におけ

る初めての記録となるため，ここに報告する．ま

た，口永良部島，中之島，徳之島からそれぞれ得

られた標本も各島における初めての記録となるた

め，併せて報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Koeda et al. (2014)に，リュ

ウキュウハタンポの学名は小枝ほか（2013）にし

たがった．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 

mmまでおこなった．リュウキュウハタンポの生

鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された鹿児島

県 産 の 4 標 本（KAUM–I. 65846, 65849, 66699, 

67801）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．比較

に用いた太平洋産のリュウキュウハタンポの標本

は，Koeda et al. (2014: appendix 1)に目録されてい

る．なお，内之浦湾産の標本（KAUM–I. 66699）

については，右体側からの解剖を行い，標本の体

重と取り出した生殖腺の重量から成熟の指標とな

る生殖腺指数［＝生殖腺重量 × 100 / （体重 ― 生

殖腺重量）］を算出した．本報告中で用いられて
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いる研究機関略号は以下の通り：KAUM（鹿児

島大学総合研究博物館）；RMNH（ライデン国立

自然史博物館）；USNM（スミソニアン自然史博

物館）．

　結果と考察

Pempheris adusta Bleeker, 1877

リュウキュウハタンポ　（Fig. 1; Table 1）

標本　1KAUM–I. 66699，体長 159.5 mm，雌，

鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾（31°17′N, 

131°04′E；肝付町内之浦漁港の水揚げ場にて採

集），2014年 11月 5日，定置網，水深 0–35 m，

小枝圭太；KAUM–I. 67801，体長 128.1 mm，雌，

鹿児島県大隅諸島口永良部島折崎沖（30°28′N, 

130°12′E），2014年 8月 22日，ヤス，小枝圭太；

KAUM–I. 63360, 63361， 体 長 122.3，127.9 mm，

鹿児島県トカラ列島中之島中之島港（29°50′N, 

129°50′E），2014年 8月 31日，釣り，水深 4 m，

小枝圭太・吉田朋弘・田代郷国；KAUM–I. 

65846, 65847, 65848, 65849, 66550， 体 長 50.7–

125.3 mm，鹿児島県奄美群島徳之島千間海岸沖

（27°47′N, 128°53′E），2014年 9月 29日，タモ網，

水深 8–10 m，小枝圭太．

Fig. 1. Fresh specimens of Pempheris adusta. A: KAUM–I. 66699, 159.5 mm standard length (SL), Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, 
Japan; B: KAUM–I. 67801, 128.1 mm SL, off Orisaki, Kuchierabu-jima island, Kagoshima Prefecture, Japan; C: KAUM–I. 65849, 52.1 
mm SL, off Senma Beach, Tokuno-shima island, Kagoshima Prefecture, Japan.
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記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は強く側扁し，体高は背

鰭起部で最大．背縁は鼻孔の直上付近でやや強く

湾曲した後，背鰭起部まで緩やかに湾曲し，以後，

背鰭基底から尾柄にかけて直線．腹縁は，臀鰭起

部まで湾曲し，以後，尾柄まで直線．吻は短く，

やや丸い．目が大きく，両眼間隔は狭い．両鼻孔

は近接し，皮弁をもたない．口裂は大きく，傾い

ており，上顎後端は瞳孔前縁よりも後方に達する．

下顎は上顎より突出する．両顎に微細な歯帯があ

る．鰓蓋および前鰓蓋骨の後縁は円滑で，鰓蓋上

縁は目の上縁に達しない．側線は完全で，鰓蓋上

Kagoshima, Japan

Uchinoura Bay
Kuchierabu-jima,  

Nakano-shima and  
Tokuno-shima islands

Ambon, Indonesia Pacific Ocean

　 KAUM–I. 66699 n = 8 RMNH.PISC 6161
Holotype

n = 84 (measurements) 
n = 526 (counts)

Standard length (SL; mm) 159.5 48.9–128.1 130.4 40.4–158.4
Measurements (% SL)
  Head length (HL) 27.6 28.1–29.3 (28.8) 26.2 26.3‒31.6 (28.1)
  Head depth 31.3 31.1–33.4 (32.3) 31.5 29.8‒39.5 (32.5)
  Snout length 6.3 4.9–6.9 (6.2) 6.2 5.2‒7.9 (6.2)
  Eye diameter 11.9 11.7–13.2 (12.4) 12.3 10.0‒13.2 (11.7)
  Interorbital width 7.5 7.6–8.7 (8.2) 9.2 7.2‒9.6 (8.0)
  Upper jaw length 13.2 13.9–15.1 (14.6) 14.6 13.1‒16.7 (14.5)
  Pre-dorsal-fin length 37.0 37.0–39.7 (38.1) 38.5 35.9‒48.2 (38.6)
  Pre-pelvic-fin length 35.1 33.8–41.4 (36.6) 36.9 34.0‒44.7 (36.5)
  Pre-anal-fin length 49.5 46.8–53.1 (49.2) 51.5 46.5‒53.7 (49.8)
  Body depth 41.4 38.6–45.3 (42.1) 40.0 40.2‒47.3 (43.8)
  Longest dorsal fin length 23.2 21.9–25.3 (23.8) damaged 21.3‒26.4 (24.1)
  Longest anal fin length 31.2 12.3–14.1 (13.1) damaged 10.9‒16.7 (13.8)
  Pectoral fin length 25.7 25.0–26.4 (25.9) damaged 22.7‒27.4 (24.7)
  Pelvic fin length 13.2 12.9–14.4 (13.4) damaged 10.4‒16.0 (13.1)
  Dorsal fin base 15.0 13.6–17.2 (15.4) 16.9 13.9‒17.6 (15.9)
  Anal fin base 52.0 50.8–56.2 (53.9) 53.1 50.4‒61.3 (54.9)
  Caudal peduncle length 8.2 7.8–11.3 (9.4) 8.5 7.3‒11.2 (8.8)
  Caudal peduncle depth 7.5 7.9–9.3 (8.6) 9.2 7.2‒9.7 (8.4)
  Length of dorsal fin origin 
  to pelvic fin origin 41.4 38.7–45.3 (41.5) 38.5 39.0‒55.3 (43.6)

  Length of dorsal fin origin  
  to anal fin insertion 58.9 53.3–63.2 (58.7) 59.2 56.4‒76.3 (60.3)

  Length of pelvic fin origin 
  to anal fin origin 16.9 12.5–16.4 (14.7) 15.4 11.1‒24.6 (15.2)

  Body width 11.9 10.4–14.1 (12.7) 11.5 9.4‒15.1 (12.5)
Measurements (% HL)
  Snout length 22.7 17.2–23.6 (21.5) 23.5 17.4‒27.3 (22.3)
  Eye diameter 43.2 41.7–45.4 (43.0) 47.1 36.1‒47.1 (41.5)
  Interorbital width 27.3 26.2–30.6 (28.5) 35.3 25.0‒32.4 (28.6)
  Upper jaw length 47.7 48.6–52.0 (50.5) 55.9 48.1‒57.1 (51.5)
Counts
  Dorsal fin rays VI, 9 VI, 9 VI, 9 VI, 8–10, usually 9
  Anal fin rays III, 43 III, 40–43 III, 40 III, 37–45
  Pectoral fin rays I, 17 I, 16–18 I, 16 I, 15–18, usually 16–17
  Pelvic fin rays I, 5 I, 5 I, 5 I, 5
  Caudal fin rays 9 + 8 9 + 8 9 + 8 9 + 8
  Pored lateral line scales 60 56–59 57 51–62
  Scale above lateral line 4 1/2 4 1/2 4 1/2 4 1/2–5 1/2, usually 4 1/2
  Scale rows below lateral line 14 14–15 13 11–15
  Cheek scale rows 6 5–6 damaged 5–6
  Predorsal scales 33 29–34 29 26–38
  Circumpeduncular scales 16 16 16 14–16, usually 16
  Gill rakers 9 + 20 = 29 8–9 + 20–23 = 28–31 8+21 = 29 7–10 + 20–24 = 28–34

Table 1. Measurements and counts of Pempheris adusta. Means in parentheses.
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方から始まり，背縁と並走し，背鰭基底中央直下

から尾鰭後縁にかけて直走する．腹部正中線上に

弱い隆起線をもつ．

胸鰭起部は鰓蓋後縁の直下に位置する．胸鰭

起部下端は背鰭起部よりも前方，腹鰭起部より後

方に位置し，胸鰭後端は背鰭基底後端直下を超え，

成魚では臀鰭第 3–4軟条起部直上，小型個体では

臀鰭第 8–10軟条起部直上に達する．腹鰭起部は

背鰭起部よりも前方に位置し，たたんだ腹鰭の後

端は総排出孔を越えるが，臀鰭起部にはわずかに

達せず，背鰭基底中央直下に達する．背鰭起部は

腹鰭基底後端よりもわずか後方に位置する．背鰭

は第 1軟条が最長で，背鰭基底後端は臀鰭起部よ

り後方に位置する．臀鰭起部は背鰭基底中央直下

に位置する．尾鰭は截形で弱く湾入する．

鱗は弱い櫛鱗で薄く，くびれを欠き，剥がれ

やすい．大きい表鱗の内側に小さな鱗をもつ．頭

部は眼と鼻孔の間のみ無鱗．腹側の鱗は背側の鱗

より大きい．臀鰭基底部の 1/3–1/2は小鱗で覆わ

れる．側線より上の鱗はより剥がれやすい．側線

有孔鱗は剥がれにくい．

色彩　生鮮時の色彩―頭部および体側は一様

で，茶褐色，黄褐色あるいは銀灰色と個体により

変異がある．背鰭は第 1–4棘が淡い黄土色か茶褐

色で，第 1–4軟条およびその鰭膜の先端部のみ黒

色，それ以外の棘条および鰭膜は赤褐色か半透明

の乳白色．臀鰭は各軟条の先端から 1/4–1/2の間

の軟条および鰭膜が赤褐色か黄土色で，それ以外

は乳白色．胸鰭は一様に半透明の桃色で，基部に

淡い黒色班がある．腹鰭は一様に半透明の乳白色

か先端でやや赤みを呈し，鰭膜にはわずかに黒色

素胞が点在する．尾鰭は後縁部が茶褐色でそれ以

外は砂色か赤褐色．光彩は黄色あるいは黄土色．

分布　インド・西太平洋の広域に分布し，こ

れまで太平洋では，日本，台湾，海南島，フィリ

ピン，ベトナム，タイ，マレーシア，シンガポー

ル，インドネシア，マリアナ諸島，オーストラリ

ア，パプアニューギニア，ソロモン諸島，バヌア

ツ，ニューカレドニア，フィジー，トンガ，米領

サモアから記録されている（小枝ほか，2013；

Koeda et al., 2014）．国内では，三宅島，静岡県焼

津，高知県以布利，竹島，硫黄島，種子島，屋久

島，奄美大島，沖永良部島，与論島，南大東島，

沖縄島，石垣島，西表島（小枝ほか，2013；

Koeda et al., 2014）および鹿児島県内之浦，口永

良部島，徳之島（本研究）から記録されている．

備考　これらの標本は，臀鰭軟条数が 40–43

であること，臀鰭基底長の体長に占める割合が

50.8–56.2%であること，臀鰭基底部の 1/2–1/3が

小鱗で覆われること，側線が尾鰭後縁に達するこ

となどの特徴から，Tominaga (1963)やMooi (2001)

によって定義された Pempheris属と同定された．

また，側線有孔鱗数が 56‒60であること，側線上

方横列鱗数が 4 1/2であること，鱗は弱い櫛鱗で

薄く，くびれを欠き，剥がれやすい．大きい表鱗

の内側に小さな鱗をもつ，頭部は目と鼻腔の間が

無鱗，胸鰭基底部に淡い黒色斑を有することなど

の特徴において小枝ほか（2013）と Koeda et al. 

(2014)が報告した P. adustaの標徴とよく一致し

たため，本種と同定された．

“リュウキュウハタンポ ”は，Snyder (1912)が

リストとして記載した P. oualensisに対し，Okada 

(1938)が与えた和名である．本種は，小枝ほか

（2013）が形態学的情報を示し，学名と標準和名

との対応関係を明らかにされるまで，ユメハタン

ポやダイトウハタンポなどの同属他種と混同され

るか，Pempheris sp.として扱われてきた（益田ほ

か，1975；林，1984；益田・小林，1994；Koeda 

et al., 2010a；波戸岡・柳下，2013）．小枝ほか（2013）

は，これらの文献が複数の種を混同していること

を指摘し，和名の基となった標本（USNM 75468, 

2個体）やホロタイプ（RMNH.PISC 6161）を観

察して，リュウキュウハタンポを標準和名として

P. adustaに適用すべきであると判断している．本

報告でも小枝ほか（2013）の見解にしたがい，本

種をリュウキュウハタンポとして報告した．

小枝ほか（2013）と Koeda et al. (2014)は，琉

球列島と南大東島，高知県，伊豆諸島から得られ

た本種の標本を用いているが，鹿児島県本土をは

じめ，九州沿岸域からの報告はない．したがって，

鹿児島県内之浦湾で採集されたリュウキュウハタ

ンポは，鹿児島県本土ならびに九州沿岸域からの
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標本に基づく初めての記録となる．

生態学的知見　本報告も含め，日本における

リュウキュウハタンポの報告例は，琉球列島，鹿

児島県南東部沿岸，高知や伊豆諸島など黒潮の流

路に面した場所に限定されている．小枝ほか

（2013）は，琉球列島から得られている本種の個

体数に比べ，それ以外からの報告例がきわめて稀

であることから，九州や伊豆諸島に出現するリュ

ウキュウハタンポは死滅回遊である可能性が高い

と考えた．しかし，本報告で内之浦湾から得られ

た個体は，標準体長 159.5 mmと比較に用いた太

平洋産の 526個体全てより大型であったことや，

本種は沿岸性の魚類であり，成魚まで成長した後

に琉球列島や台湾から運ばれてきた可能性が極め

て低いことから，本個体は鹿児島県本土で越冬し

ており，死滅回遊ではないと思われる．また，内

之浦湾から得られた個体の生殖腺指数は 6.34で

あり，Koeda et al. (2013b)が示した吸水期の成熟

卵巣と判断された．このことから内之浦湾産の標

本は，リュウキュウハタンポが鹿児島県本土にお

いて再生産をおこなっている可能性を示唆する．

Koeda et al. (2013b)は，本種が沖縄島において周

年産卵であることを示しているものの，内之浦湾

でリュウキュウハタンポが採集された 11月を生

殖腺指数が最高でも 1.66（n = 3）と低いことか

ら主産卵期に含めていない．本報告において 11

月に内之浦から採集された個体は，生殖腺指数が

6.34と高く，この結果と一致しない．このことか

ら内之浦湾の個体は，成熟した卵を産卵する機会

のないまま持ち続けていたため卵が過熟となり，

その結果として生殖腺指数が高くなった可能性も

考えられる．リュウキュウハタンポの鹿児島本土

における個体群が再生産しているのか，あるいは

無効分散であるのかを判断するためには，今後，

生殖腺の組織学的な観察を含めた詳細な検討が必

要である．
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